






 

研究目的 

 染色体分染技術の進歩は著しく,この技術を応用することによって,染色体の

構造異常を定量的に知り得る。染色体の構造異常を有する個体は,臨床的に異常

な形質(症状)を発現するが,これら形質を発現させる染色体の部位を決定する

ことは,染色体地図作製上にも重要である。 


